






































1990（平成 2 ）年10月 大阪大学文学部助教授（西洋史学講座）
1995（平成 7 ）年 4月 改組により大阪大学文学部助教授（世界史講座）
1996（平成 8 ）年 1月 大阪大学文学部教授（世界史講座）
1998（平成10）年 4月 改組により大阪大学大学院文学研究科教授（世界史講座）
2004（平成16）年 4月 大阪大学大学院文学研究科副研究科長（2006年 3 月まで）
同年同月 放送大学客員教授（2009年 9 月まで）




2008（平成20）年 4月 大阪大学大学院文学研究科長・文学部長（2010年 3 月まで）
2011（平成23）年 8月 大阪大学総長補佐（2014年 3 月まで）
2012（平成24）年 4月 大阪大学全学教育推進機構長（2014年 3 月まで）
2016（平成28）年 3月 大阪大学を定年退職
■非常勤講師等の履歴
1980年 4 月 大阪外国語大学講師（81年 3 月まで）
1983年 4 月 京都大学人文科学研究所講師（83年10月まで）
1983年 4 月 北海道教育大学教育学部　旭川分校講師（83年10月まで）
1984年 4 月 京都大学教養部講師（85年 3 月まで）
1984年 6 月 神戸女学院大学文学部総合文化学科講師（85年 3 月まで）
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1985年 4 月 大阪外国語大学講師（86年 3 月まで）
1985年 4 月 京都大学教養部講師（86年 3 月まで）
1986年 4 月 大阪外国語大学講師（87年 3 月まで）
1986年 4 月 京都大学教養部講師（87年 3 月まで）
1987年 4 月 神戸女学院大学文学部総合文化学科講師（88年 3 月まで）
1987年 4 月 京都大学文学部講師（88年 3 月まで）
1987年 4 月 奈良女子大学文学部講師（88年 3 月まで）
1989年 4 月 大阪市立大学文学部講師（90年 3 月まで）
1989年10月 京都大学人文科学研究所講師（90年 3 月まで）
1991年 4 月 摂南大学講師（92年 3 月まで）
1992年 4 月 京都大学文学部講師（93年 3 月まで）
1992年 4 月 摂南大学講師（93年 3 月まで）
1993年 4 月 国際日本文化研究センター共同研究員（94年 3 月まで）
1993年 4 月 摂南大学講師（94年 3 月まで）
1993年12月 島根大学法文学部講師（94年 3 月まで）
1994年 4 月 国際日本文化研究センター共同研究員（95年 3 月まで）
1994年 6 月 富山大学人文学部講師（94年 9 月まで）
1995年 4 月 愛知県立大学外国語学部講師（95年 9 月まで）
1995年 4 月 京都大学総合人間学部講師（96年 3 月まで）
1995年 6 月 山口大学人文学部講師（95年 9 月まで）
1996年 4 月 国際日本文化研究センター共同研究員（97年 3 月まで）
1997年 4 月 京都府立大学講師（98年 3 月まで）
1997年 4 月 京都大学人文科学研究所講師（97年10月まで）
1997年 4 月 名古屋大学文学部講師（97年 9 月まで）
1998年 4 月 国際日本文化研究センター共同研究員（99年 3 月まで）
1999年 4 月 京都大学人文科学研究所講師（99年10月まで）
2000年 4 月 京都女子大学講師（01年 3 月まで）
2000年 4 月 国際日本文化研究センター共同研究員（01年 3 月まで）
2000年 4 月 関西学院大学文学部講師（00年 9 月まで）
2001年 4 月 京都女子大学講師（02年 3 月まで）
2001年 4 月 関西学院大学文学部講師（01年 9 月まで）
2001年 4 月 愛媛大学法文学部講師（02年 3 月まで）
2001年 4 月 国際日本文化研究センター共同研究員（02年 3 月まで）
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2002年 4 月 山口大学人文学部講師（03年 3 月まで）
2002年 9 月 静岡大学人文学部講師（02年 9 月まで）
2003年 4 月 国際日本文化研究センター共同研究員（04年 3 月まで）
2003年 9 月 高知大学人文学部講師（03年 9 月まで）
2003年10月 神戸大学文学部講師（04年 3 月まで）
2004年 4 月 国際日本文化研究センター共同研究員（05年 3 月まで）
2004年 4 月 熊本大学文学部講師（05年 3 月まで）
2005年 8 月 山口大学人文学部講師（06年 3 月まで）
2011年10月 奈良女子大学文学部講師（12年 3 月まで）
2015年 4 月 京都府立大学講師（15年 9 月まで）
2015年 4 月 関西学院大学文学部講師（16年 3 月まで）









































































 8. 「両性関係の社会史から心性史へ―『女性の歴史　中世 1、 2 』を読む―」『機』 5号、
1994年、8︲10頁（ブックレット『“女の歴史”への誘い』藤原書店、1995年、128︲130頁
に再録）
















































 1. ｢アルル（歴史）｣ 等 7項目『日本大百科全書』全25巻、小学館、1984︲89年
 2. 「人質」（ヨーロッパ）『平凡社大百科事典』全16 巻、平凡社、1984︲85年
 3. 「騎士」尾形勇他編『歴史学事典 3  かたちとしるし』弘文堂、1995年
 4. 「ゲルマン・中世の家族」『事典　家族』弘文堂、1995年
 5. 「神の平和、神の休戦」等65項目『角川 世界史辞典』角川書店、2001年












 4. （編集・分担執筆）Comparative History of the Civilizations Concerning Funerals and 
Commemoration of the Dead: Relatives: Neighboring Societies and States (A report of 




























 4. B. Chevalier, Les bonnes villes de France du XIVe au XVIe siècle, Paris, 1982、『西洋
史学』139号、1985年、50︲54頁
 5. 二宮宏之編『深層のヨーロッパ』山川出版社、1990年、『史學雜誌』100編 9 号、1991年、
83︲89頁
 6. エディート・エンネン著、阿部謹也、泉眞樹子訳『西洋中世の女たち』人文書院、1992




 9. 宮松浩憲『西欧ブルジュワジーの源流』九州大学出版会、1993年、『史學雜誌』103編 4
号、1994年、116︲124頁

























1969年 3 月 福島県立会津高等学校卒業
1970年 4 月 東北大学文学部入学
1975年 3 月 東北大学文学部卒業
1976年 4 月 東北大学大学院文学研究科修士課程入学
1978年 3 月 東北大学大学院文学研究科修士課程修了
1978年 4 月 東北大学大学院文学研究科博士課程進学
1984年 3 月 東北大学大学院文学研究科博士課程満期退学
職　歴
1982年 4 月 東北福祉大学社会福祉学科非常勤講師（1989年 3 月まで）
1984年 4 月 東北文理学園文理予備校講師（1989年 3 月まで）
1989年 4 月 天理大学おやさと研究所助教授（1992年 3 月まで）
1992年 4 月 天理大学文学部助教授（1996年 3 月まで）
1996年 4 月 天理大学文学部教授（1997年 9 月まで）
1997年10月 大阪大学文学部教授（1999年 3 月まで）
1999年 4 月 大阪大学大学院文学研究科教授
■学会関係役員




 1. 『幻視する近代空間――病気・迷信・座敷牢、あるいは歴史の記憶』青弓社, 1990年, pp. 
1︲214.
 2. 『巫女の民俗学――〈女の力〉の近代』青弓社, 1991年, pp. 1︲197.
 3. 『オトメの祈り――近代女性イメージの誕生』紀伊国屋書店, 1993年, pp. 254.
 4. 『オトメの身体――女の近代とセクシュアリティ』紀伊国屋書店, 1994年, pp. 1︲271.
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 5. 『セクシュアリティの近代』講談社, 1996年, pp. 1︲244.
 6. 『民俗空間の近代――若者・戦争・災厄・他界のフォークロア』情況出版, 1996年, pp. 
1︲317.
 7. 『憑依の視座――巫女の民俗学Ⅱ』青弓社, 1997年, pp. 1︲220.
 8. 『〈民俗の知〉の系譜』昭和堂, 2000年, pp. 1︲180.
 9. 『地獄めぐり』ちくま新書, 2000年, pp. 1︲235.
10. 『オトメの行方――近代女性の表象と闘い』紀伊國屋書店, 2003年, pp. 1︲318.
11. 『性家族の誕生――セクシュアリティの近代』ちくま学芸文庫, 2004年, pp. 1︲255.
12. 『ヒミコの系譜と祭祀――日本シャーマニズムの古代』学生社, 2005年, pp. 1︲285.
13. 『聖戦のイコノグラフィ――天皇と兵士・戦死者の図像と表象』青弓社, 2007年, pp. 
1︲250.
14. 『聖戦のイコノグラフィ――天皇と兵士・戦死者の図像と表象』J&C, 2009年, pp. 1︲310. 
（韓国語：全成坤訳）
15. 『写真で読むニッポンの光景100』青弓社, 2010年, pp. 1︲216.
16. 『弔い論』青弓社, 2013年, pp. 1︲356.
17. 『〈民俗の知〉の系譜』J&C, 2014年, pp. 1︲313. （韓国語：崔恩珠訳）
18. 『弔いの文化史――日本人の鎮魂の形』中公新書, 2015年, pp. 1︲295.
●共著
 1. 『聖と俗のはざま』（対馬路人・中牧弘允・田主誠：共著）東方出版, 1996年, pp. 1︲220.
 2. 『すぐわかる日本の宗教』（山折哲雄：共著）東京美術, 2000年, pp. 1︲143.
 3. 『私にとってオウムとは何だったのか』（早川紀代秀：共著）ポプラ社, 2005年, pp. 
1︲339（川村：pp. 3︲12；pp. 218︲321；pp. 332︲339）.
●編著
 1. 『民俗宗教を学ぶ人のために』（山折哲雄：共編）世界思想社, 1999年, pp. 1︲253.
 2. 『戦死者のゆくえ――語りと表象から』青弓社, 2003年, pp. 1︲273.
 3. 『憑依の近代日本とポリティクス』青弓社, 2007年, pp. 1︲245.
 4. 『セクシュアリティの表象と身体』臨川書店, 2009年, pp. 1︲252.
 5. 『宗教の事典』（山折哲雄監修：市川裕・大塚和夫・奥山直司・山中弘：共編）朝倉書店, 
2012年, pp. 1︲919.
●科研他研究助成報告書
 1. 『戦死者をめぐる宗教・文化の研究：2000～2002年度科研基盤研究（B）（ 2 ）研究成果
報告書』大阪大学大学院文学研究科日本学研究室, 2003年, pp. 1︲449.
 2. 『近代日本における宗教とナショナリズム・国家をめぐる総合的研究：2003～2005年度
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告書』大阪大学大学院文学研究科日本学研究室, 2008年, pp. 1︲366.
 5. 『家族写真の歴史民俗学的研究：2006～2008年度科研基盤研究（B）科学研究費補助金・
研究成果報告書』大阪大学大学院文学研究科日本学研究室, 2009年, pp. 1︲228.
 6. 『東アジアにおける家族写真の歴史民俗学的研究：2010～2012年度科研基盤研究（C）
科学研究費補助金・研究成果報告書』（『文化／批評』冬季臨時増刊号）大阪大学大学院
文学研究科日本学研究室, 2013年, pp. 1︲262.
 7. 『弔いの形をめぐる歴史民俗学的研究：2014年度科研基盤研究（C）中間報告書』大阪
大学大学院文学研究科日本学研究室, 2015年, pp. 1︲480.
●翻訳
 1. R・ハンティントン, P・メトカーフ『死の儀礼』未来社（池上良正：共訳）, 1985年, pp. 
1︲313.
 2. モルデカイ・ローテンバーグ『逸脱のアルケオロジー』平凡社, 1986年, pp. 1︲312.
 3. Ｅ・ゾラ『アンドロギュヌスの神話』平凡社, 1988年, pp. 1︲125.
 4. アーサー・クラインマン『臨床人類学』（大橋英寿・遠山宜哉作道信介：共訳）弘文堂, 
1992年, pp. 1︲480.
 5. スタニスラフ・グロフ『死者の書――生死の手引』平凡社, 1995年, pp. 1︲102.
●論文など
 1. 「教祖における神がかりの意味をめぐって」『論集』 7号, 1980年, pp. 69︲94.
 2. 「カリスマの磁場をめぐって――カリスマ論の一考察」宗教社会学研究会編『宗教の意
味世界』雄山閣, 1980, pp. 208︲220.
 3. 「スティグマとカリスマの弁証法――教祖誕生をめぐる一試論」『宗教研究』253号, 1982
年, pp. 67︲94.
 4. 「巫者と憑霊――宮城県の事例から」『東北民俗』18号, 1984年, pp. 13︲23.
 5. 「巫者の生活史――東北地方シャマニズムの一断面」『日本民俗学』153号, 1984年, pp. 
16︲35.
 6. 「近代日本と霊魂の行方――生活思想と仏教」安丸良夫編『近代化と伝統 大系仏教と日
本人 11』春秋社, 1986年, pp. 179︲219.
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 7. 「東北地方のシャマニズム文化複合――憑依と脱魂の構図」『東北民俗』20号, 1986年, 
pp. 72︲86.
 8. 「憑依への水路――巫者の生活史（ 2 ）」『日本民俗学』170号, 1987年, pp. 76︲98.
 9. 「「憑霊の社会学」へ向けて――巫者におけるカミとホトケ」『現代社会学』23号, 1987年, 
pp. 23︲40.
10. 「教祖のドラマトゥルギー――カリスマの制度化と継承」宗教社会学研究会編『教祖と
その周辺』雄山閣, 1987年, pp. 135︲154.
11. 「先祖をめぐる「神道」系新宗教」『真理と創造』27・28号, 1987年, pp. 47︲57.
12. 「憑霊技法と成巫過程――巫者の生活史（ 3 ）」『日本民俗学』173号, 1988年, pp. 1︲31.
13. 「シャーマンとアンドロギュヌス」『東北民俗』22号, 1988年, pp. 54︲60.
14. 「テラとヤシロ」『図説日本仏教の世界 1』集英社, 1989年, pp. 36︲71.
15. 「山中修行」『図説日本仏教の世界 7』集英社, 1989年, pp. 16︲37.
16. 「不動明王と修験道」『図説日本仏教の世界 8』集英社, 1989年, pp. 140︲157. j
17. 「『諸国一見の僧』のメッセージ――〈モノ〉のざわめきに耳を澄ませ」小松和彦編『こ
れは「民俗学」ではない』福武書店, 1989年, pp. 111︲147.
18. 「巫者と民俗治療――医療民俗学へ向けて」『東北民俗』23号, 1989年, pp. 40︲47.
19. 「醒める魂 催す魂」『イマーゴ』（ 8月号） 1巻 8号, 1990年, pp. 160︲166.
20. 「隠れキリシタンの〈近代〉――近代日本と民俗的心性（ 1 ）」『天理大学学報』163号, 
1990年, pp. 55︲81.
21. 「アニマの覚醒とキリシタン一統の結衆――近代日本と民俗的心性（ 2 ）」『天理大学学
報』165号, 1990年, pp. 93︲131.
22. 「近代空間と座敷牢の民俗」『情況』（10月号） 1巻 4号, 1991年, pp. 75︲87.
23. 「色情のエチカ」『江戸の真実 別冊宝島』126号, 1991年, pp. 233︲247.
24. 「新宗教の流れ」山折哲雄監修『世界宗教大事典』平凡社, 1991年, pp. 16︲20.
25. 「「若者」の解体と近代化」『情況』 6月号, 1991, pp. 106︲119.
26. 「地獄を想え」『仏教』別冊 5号, 1991年, pp. 207︲210.
27. 「他界の幻視　夢見の技法」『日本の美学』17号, 1991年, pp. 20︲55.
28. 「オトメの祈り――〈ブルジョア的身体〉の商品化」『イマーゴ』（ 9月号） 2巻︲ 9 号, 
1991年, pp. 72︲83.
29. 「「百姓弥之助」を名乗る、大いなる矛盾の人・中里介山の密やかな願望」『巨人列伝 別
冊宝島』141号, 1991年, pp. 148︲161.
30. 「古代日本と道教的・陰陽道的テクノロジー」山折哲雄編『仏教の受容と変容 6 日本篇』
佼成出版社, 1991年, pp. 177︲222.
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31. 「地獄のゆくえ幸福の唯心論／不幸の唯物論」『イマーゴ』 2月号, pp. 170︲178.
32. 「民衆と民俗をめぐる地勢学――民衆文化論向けて」宗教社会学研究会編『いま宗教を
どうとらえるか』海鳴社, 1992年, pp. 169︲190.
33. 「病める女――近代日本のセクソロジー研究へ向けて」『現代思想』 6月号, pp. 213︲223.
34. 「子宮の近代――日本セクソロジーの誕生」『イマーゴ』 9月号, 1992年, pp. 122︲137.
35. 「ハイヒールを履く女――女の身体の“近代”をめぐる断章」『日本学』20号, 1992年, 
pp. 108︲119.
36. 「日本ナショナリズムの発掘――死者の“近代”をめぐる省察」『情況』 4巻 1号（ 1・
2月号）, 1993年, pp. 105︲124.
37. 「女の病　男の病」『現代思想』21巻 7 号, 1993年, pp. 88︲109.
38. 「ワイセツの詩学／政治学――“男”としての外骨」『ユリイカ』 9月号, 1993年, pp. 
217︲228.
39. 「エロスの宗教――代々木忠のドラマトゥルギー」『月刊 Asahi』55号, 1994年, pp. 256︲
263.
40. 「“性家族”の肖像――近代家族と性／セクシュアリティの言説」『思想』845号, 1994年, 
pp. 222︲244.
41. 「巫女とカミ――憑依霊のジェンダーと来歴をめぐって」脇田晴子・S. B. ハンレー編
『ジェンダーの日本史 上 宗教と民俗・身体と性愛』東京大学出版会, 1994年, pp. 153︲
182.
42. 「脳病・神経病再考――通俗的精神病観の形成と変遷（ 1 ）」『ら・るな』 1号, 1995年, 
pp. 20︲26.
43. 「脳病・神経病の通俗化――通俗的精神病観の形成と変遷（ 2 ）」『ら・るな』 2号, 
1995年, pp. 18︲26.
44. 「地震の記憶――災厄の民俗」『情況』（ 4月号） 6巻 3号, 1995年, pp. 110︲122.
45. 「カリスマ、“邪宗”の行方――二つのO教団をめぐって」『情況』（ 6月号） 6巻 5号, 
pp. 106︲119.
46. 「ホトケを撃った神――神々のテロリズム」山折哲雄編『日本の神 2』平凡社, 1995年, 
pp. 121︲148.
47. 「国家神の登場と英霊祭祀――神々の帝国主義」山折哲雄編『日本の神 2』平凡社, 1995
年, pp. 149︲187.
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